



































いことが認められている（Fedoroff, Polivy, & Herman, 1997）。
　もうひとつは、本論文で焦点を当てる情動的摂食（emotional eating）であ
る。これは、不安、悲しみ、怒りなどの否定的感情の調整（Macht, Haupt, & 





かにされてきた（Fedoroff et al., 1997; Macht, 2008）。もちろん、摂食抑制者以
外においても、イライラしている時や気分の落ち込んだ時に無性に食べた
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脳のセロトニン量の増加（Markus, Panhuysen, & Tuiten, 1998）による抗ストレ

















（Heatherton & Baumeister, 1991）。ただし、前者のような、認知的資源をより消
耗するストレスフルな課題（例：難易度の高い記憶課題など）の方が、過消費


















































回答を求めた。食行動尺度は、Van Strien, Frijters, Bergers, & Defares（1986）





などの 10 項目）の３因子計 33 項目から構成され、５件法で回答を求めた。
　ダイエットに関する質問では、対象者の摂食抑制状態を調べるため、
Polivy, Heatherton, & Herman（1988）の Revised Restraint Scale（以下摂食抑制
尺度とする）を用いた。本尺度は、ダイエットの頻度及び体重変動を尋ねる

























点（Goldman, Herman, & Polivy, 1991）とほぼ等しいことを確認し、15 点以上































不安低・抑制 不安低・非抑制 不安高・抑制 不安高・非抑制
チョコレート 3.25（1.36） 4.08（1.22） 3.81（1.47） 3.56（1.29）
ドーナッツ 3.25（1.57） 3.24（1.48） 2.94（1.43） 3.42（1.56）
ポテトチップス 3.00（1.21） 3.40（1.35） 2.22（1.22） 2.83（1.34）
アイスクリーム 3.44（1.67） 3.32（1.65） 3.28（1.53） 3.58（1.24）
注）　レンジ　１～５
Table 2　甘味菓子への食欲を従属変数とした重回帰分析
不安低・抑制 不安低・非抑制 不安高・抑制 不安高・非抑制
抑制的摂食 .02 .05 .19 　.09
情動的摂食 .14 .17 .38＊＊ －.08
外発的摂食 .39＊＊ .26＊ .32＊ 　.16
重決定係数 .18＊ .19＊ .34＊＊ 　.07
注）　値は標準偏回帰係数　＊p<.05、＊＊p<.01
Table 3　塩味菓子への食欲を従属変数とした重回帰分析
不安低・抑制 不安低・非抑制 不安高・抑制 不安高・非抑制
抑制的摂食 －.16 －.07 －.14 　.08
情動的摂食 　.09 　.02 －.15 　.41＊＊
外発的摂食 　.12 　.11 －.03 －.16


























引き起こす（Stroebe, Van Koningsbruggen, Papies, & Aarts, 2013）。こうした美味
しさ（palatability）と健康感（healthiness）との知覚されたトレードオフは、消
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